
 
平成23年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
平成23年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 

1.連結業績 
（第２四半期連結累計期間） 
 当第２四半期連結累計期間におきましては、平成21年度からの世界的な景気の回復により当社の需要も飛躍的に増加
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月20日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,590 128 150 94 11.41

今回発表予想(B) 3,907 409 362 335 40.65

増減額(B-A) 317 281 212 241

増減率(%) 8.8 219.5 141.3 256.4

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

2,519 △356 △198 △346 △42.00

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,180 257 300 188 22.81

今回発表予想(B) 7,400 600 580 440 53.39

増減額(B-A) 220 343 280 252

増減率(%) 3.1 133.5 93.3 134.0

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

5,640 △298 △190 △356 △43.21

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,022 103 123 97 11.77

今回発表予想(B) 3,296 341 360 357 43.32

増減額(B-A) 274 238 237 260

増減率(%) 9.1 231.1 192.7 268.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

2,023 △348 △223 △372 △45.21

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,045 207 246 194 23.54

今回発表予想(B) 6,300 540 580 460 55.82

増減額(B-A) 255 333 334 266

増減率(%) 4.2 160.9 135.8 137.1

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

4,693 △329 △194 △440 △53.42



し、前年同期が景気の底だったこともありますが、売上高につきましては前年同期比で155.1%という予想を超える結果とな
る見込みです。 
 また、利益につきましても、100年に１度といわれる大不況時に徹底した体質改善による筋肉質な体質を強化し、売上高
が増加する中、当第２四半期連結累計期間も、経費につきましては前年度同様の水準を継続したことにより、大幅な増益と
なる見込みです。 
  
（通期） 
 通期の業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間における業績予想を踏まえ、当初の業績予想を修正してお
ります。 
 当初の業績予想と比較し増収増益になる予定ですが、平成21年度からの世界的な景気の回復に陰りが見えていること
や、円高、原油及び金や銀の高騰など先行き不透明感が増してきており、第２四半期連結累計期間と比較しますと減少の
傾向にある見込みです。 
  
2.個別業績 
 連結業績予想の修正理由と概ね同様であります。 
 
※本資料に記載されている業績予想見通し等の将来に関する記述は、当社が発表日現在において入手している情報及び
合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上


